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１部　15円
購読料は年会費に含まれています

　
今
年
で
二
十
一
回
と
な
る
女
性
消
防
団
員
活

性
化
大
会
が
、
佐
賀
県
佐
賀
市
の
佐
賀
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
女
性
消
防
団
員

や
消
防
団
幹
部
、
関
係
消
防
機
関
等
か
ら
約
三

千
人
が
参
加
、
本
県
で
は
水
戸
市
・
土
浦
市
・

北
茨
城
市
・
笠
間
市
・
取
手
市
・
牛
久
市
・
つ

く
ば
市
・
常
陸
大
宮
市
・
稲
敷
市
・
鉾
田
市
・

茨
城
町
・
大
子
町
・
阿
見
町
・
河
内
町
・
利
根

町
の
女
性
消
防
団
員
等
併
せ
て
七
十
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
佐
賀
広
域
消
防
局
消
防
音
楽
隊
に

よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
幕
し
、
式

典
に
続
き
「
地
域
防
災
力
強
化
と
女
性
消
防
団

員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
消
の
秋
本
会

長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
招
い
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
一
団
体
に
よ
る
火
災
予
防

啓
発
劇
が
演
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
女
性
消
防
団

員
三
名
に
よ
る
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
一
名
は
本
県
土
浦
市
消
防
団
員
の
清
水
宏

美
さ
ん
か
ら
「
小
中
学
校
に
お
け
る
救
急
講
習

会
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
締
め
括
り
は
、
地
元
佐
賀
県
出
身
の
柔
道
家

で
あ
る
古
賀
稔
彦
さ
ん
の
記
念
講
演
「
夢
の
実

現
～
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
～
」
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
マ
リ
ト
リ
ア
に
移
し
て
情

報
交
流
会
が
あ
り
、
参
加
し
た
本
県
女
性
消
防

団
員
は
、
大
会
で
は
聞
け
な
か
っ
た
活
動
事
例

や
苦
労
話
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
情
報
交
流
会
で
は
、
本

県
牛
久
市
消
防
団
員
の
綾
部
み
よ
さ
ん
が
地
元

を
Ｐ
Ｒ
す
る
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
、
会
場
を
大

い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
六
月
三
日
～
四
日
に
か
け
て
北
海

道
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
多
く

の
女
性
消
防
団
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が

十
一
月
三
日
付
け
で
総
務
省
か
ら
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が
九
名
、
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
が
十
六
名
、藍
綬
褒
章
が
一
名
、

合
計
二
十
六
名
の
皆
様
が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一
月
十
一
日

（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
が
十
一
月
九
日
（
日
比
谷
公
会
堂
）、
秋
の

褒
章
が
十
一
月
十
三
日
（
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、

皇
居
内
に
お
い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と

ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　
以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の
略
歴
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。※

（
　
）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

瑞
宝
双
光
章

○
泉い

ず
み

　
孝た

か

友と
も

（
七
十
）

　
元
　
潮
来
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
年
半
月

10・11月号

会場前で記念撮影（佐賀大会）

秋
の
叙
勲

平
成
二
十
七
年
　

秋
の
叙
勲
・褒章

平
成
二
十
七
年
　

秋
の
叙
勲
・褒章

全国女性消防団員活性化佐賀大会に
本県から77名が参加
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潮
来
市
在
住

○
引ひ

き

田た

　
勝か

つ

美み

（
七
十
三
）

　
元
　
常
陸
太
田
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
常
陸
太
田
市
在
住

　
鉾
田
市
在
住

○
江え

幡ば
た

　
愼し

ん

一い
ち

（
八
十
二
）

　
元
　
内
原
町
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
三
年
半
月

　
水
戸
市
在
住

○
中な

か

根ね

　
秀ひ

で

雄お

（
六
十
五
）

　
元 

つ
く
ば
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
七
年

　
つ
く
ば
市
在
住

○
片か

た

野の

　
克か

つ

紀の
り

（
六
十
六
）

　
元
　
常
陸
大
宮
市
山
方
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
三
年
六
月

　
常
陸
大
宮
市
在
住

瑞
宝
単
光
章

○
二ふ

た

重え

作さ
く

　
惣そ

う

司じ

（
六
十
七
）

　
元
　
鉾
田
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
五
年
二
月
半

○
野の

寺で
ら

　
友と

も

行ゆ
き

（
六
十
五
）

　
元
　
筑
西
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
七
年

　
筑
西
市
在
住

○
人ひ

と

見み

　
重し

げ

明あ
き

（
六
十
五
）

　
元
　
水
戸
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
九
年

　
水
戸
市
在
住

○
黒く

ろ

澤さ
わ

　
一い

ち

郎ろ
う

（
八
十
一
）

　
元
　
那
珂
湊
市
消
防
団
　
分
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
七
月
半

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

瑞
宝
双
光
章

○
小こ

菅す
げ

　
忠た

だ

彦ひ
こ

（
六
十
五
）

　
元
　
取
手
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住

○
鈴す

ず

木き

　
義よ

し

則の
り

（
七
十
一
）

　
元
　
北
茨
城
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
十
月

　
北
茨
城
市
在
住

○
児こ

嶋じ
ま

　
和か

ず

美み

（
六
十
五
）

　
元
　
稲
敷
広
域
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
稲
敷
市
在
住

○
小お

野の

　
眞ま

こ
と

（
六
十
五
）

　
元
　
高
萩
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
高
萩
市
在
住

○
大お

お

川か
わ

　
三さ

ん

造ぞ
う

（
六
十
五
）

　
元
　
鹿
島
地
方
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
鹿
嶋
市
在
住

○
住す

み

谷や

　
文ふ

み

男お

（
六
十
五
）

泉元団長が代表受領

　 

第
二
十
五
回
危
険
業
務

　 

従
事
者
叙
勲

秋の叙勲伝達式（ニッショーホール）
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元
　
水
戸
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
水
戸
市
在
住

○
清し

水み
ず

　
利と

し

男お

（
六
十
五
）

　
元
　
土
浦
市
　
消
防
監

　「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
充
実

強
化
大
会
」
が
、
来
年
一
月
二
十
九
日
（
金
）

に
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
今
年
の
関
東
・
東

北
豪
雨
に
よ
る
災
害
等
、
大
規
模
災
害
が
相
次

い
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、
一

人
ひ
と
り
の
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
消
防
等

の
関
係
機
関
や
住
民
が
総
力
を
結
集
し
て
地
域

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
大
会
は
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」を
踏
ま
え
、

法
律
主
旨
実
現
と
地
域
防
災
力
充
実
強
化
の

重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
運
動
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

西
日
本
と
東
日
本
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
西
日
本
で
は
去
る
十
一
月
三
十
日
に
広
島
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
で
は
以
下
の
と
お
り
茨
城
県
に
お
い

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
消
防
防
災
関
係
者
、企
業
や
一
般
の
方
々
等
、

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
六
月

　
筑
西
市
在
住

藍
綬
褒
章

○
岡お

か

山や
ま

　
勝か

つ

彦ひ
こ

（
六
十
四
）

　
現
　
常
陸
大
宮
市
消
防
団
　
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
七
月
半

　
常
陸
大
宮
市
在
住

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
か
す
み
が
う
ら
市
在
住

○
三み

沢さ
わ

　
久ひ

さ

晴は
る

（
六
十
五
）

　
元
　
那
珂
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
二
月

　
水
戸
市
在
住

○
つ
む
ら

井い

　
　
隆た

か
し

（
六
十
六
）

　
元
　
日
立
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
日
立
市
在
住

○
野の

口ぐ
ち

　
　
博ひ

ろ
し

（
六
十
六
）

　
元
　
小
美
玉
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
十
一
月

　
か
す
み
が
う
ら
市
在
住

○
鹿か

志し

村む
ら

　
岩い

わ

根お

（
六
十
五
）

　
元
　
ひ
た
ち
な
か
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
茂も

呂ろ

　
　
武た

け
し

（
六
十
六
）

　
元
　
常
総
広
域
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
八
年
九
月

　
常
総
市
在
住

〇
中な

か

村む
ら

　
　
正た

だ
し

（
六
十
六
）

　
元
　
笠
間
市
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
三
月

　
笠
間
市
在
住

〇
相あ

い

澤ざ
わ

　
勘か

ん

重じ
ゅ
う

（
六
十
六
）

　
元
　
つ
く
ば
市
　
消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
六
年

　
つ
く
ば
市
在
住

瑞
宝
単
光
章

○
山や

ま

中な
か

　
五い

つ

男お

（
六
十
七
）

　
元
　
西
南
広
域
　
消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年
六
月

　
下
妻
市
在
住

○
小お

島じ
ま

　
　
正し

ょ
う

（
六
十
八
）

　
元
　
筑
西
広
域
　
消
防
司
令

幅
広
い
層
に
よ
る
多
く
の
方
々
の
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
つ
く
ば
ま

で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
日
　
時

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日
（
金
）
十
三

時
～

〇
会
　
場

つ
く
ば
国
際
会
議
場
（
つ
く
ば
市
竹
園
二
‐

二
十
‐
三
）

〇
主
　
催

消
防
庁
・
茨
城
県
・
つ
く
ば
市
・
茨
城
県
消

防
協
会

〇
対
象
者

消
防
関
係
者
・
自
主
防
災
組
織
等
・
一
般
参

観
者

〇
内
　
容

基
調
講
演
・
活
動
事
例
発
表
等

※
本
大
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
県
消
防

安
全
課
（
電
話
〇
二
九
‐
三
〇
一
‐
二
八
九

六
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

危険業務従事者叙勲伝達式（日比谷公会堂）

受章された団長ご夫妻

地
域
防
災
力
充
実
強
化
大
会

Ｉ
Ｎ 

つ
く
ば
を
開
催
！

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日
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編
　
集
　
後
　
記

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
に
は
寒
さ
に
向
か
っ
て
体
調
管
理
に

十
分
留
意
さ
れ
、
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
掲
載
料
：
掲
載
一
回
税
込
み
五
千
四
百
円
、

掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広

告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

水戸市袴塚1-1-2

水戸スポーツ株式会社

TEL029[224]3450 FAX029[224]3430

　
結
果
は
、
阿
見
町
消
防
団
が
激
戦
を
制
し
て

優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
選
手
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
阿
見
町
消

防
団
の
皆
様
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、成
績
と
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
に
長
野
県
長
野

市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
予
定

の
「
第
二
十
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
」
に
出

場
す
る
本
県
代
表
チ
ー
ム
を
決
め
る
た
め
、
十

一
月
二
十
一
日
（
土
）、
茨
城
県
立
消
防
学
校

に
お
い
て
代
表
選
考
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
選
考
会
に
は
、
県
内
各
地
区
で
開
催
し

た
「
第
六
十
六
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
」
の
な
か
で
、「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
で
優

勝
し
た
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
七
時
の
開
門
を
待
ち
か
ね
た
各

チ
ー
ム
の
応
援
団
の
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
が
続
々

到
着
し
、
次
々
と
応
援
テ
ン
ト
の
設
営
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
後
、
競
技
は
九
時
五
十
分
か
ら
始

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
チ
ー
ム
だ
け
あ
っ
て
、
甲
乙
付
け
が
た
い
白

熱
し
た
素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
、
応
援

席
か
ら
も
惜
し
み
な
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

優勝した阿見町消防団

第25回全国消防操法大会茨城県代表選考会結果
【小型ポンプの部】 平成27年11月21日

順　位 消防団名 総合得点
所要時間

１　線

優　勝 阿見町消防団 78.5 45.78

敢闘賞

石岡市消防団 70.0 45.26

潮来市消防団 61.0 46.09

大子町消防団 62.5 47.86

阿
見
町
消
防
団
が
優
勝 

☆
全
国
大
会
へ

第
二
十
五
回 

全
国
消
防
操
法
大
会

茨
城
県
代
表
選
考
会
を
開
催


